
－1－ 

令和５年１２月第８回本山町議会定例会会議録 

 

１．招集年月日及び場所 

令和５年１２月５日（火）       本山町議会議事室 

 

２．応招議員 

 １番 澤田 康雄   ２番 川村 太志  ３番 永野 栄一 

 ４番 松繁 美和   ５番 白石 伸一  ６番 上地 信男 

 ７番 中山 百合   ８番 大石 教政  ９番 吉川 裕三 

１０番 岩本 誠生 

 

３．不応招議員 

 

４．出席議員 

応招議員と同じ 

 

５．欠席議員 

 

６．職務のため議場に出席した事務局員の職氏名 

議会事務局長 松葉 早苗    主監 上村 有美 

 

７．地方自治法第１２１条の規定により、説明のため会議に出席した者の職氏名 

町  長 澤田 和廣     副町長 高橋 清人     教育長 大西 千之 

総務課長 田岡 学  住民生活課長 大石 博史 政策企画課長 中西 一洋 

まちづくり推進課長 田岡 明 建設課長 前田 幸二 健康福祉課長 澤田 直弘 

病院事務長 佐古田 敦子 

 

８．議事日程 

日程第１．会議録署名議員の指名 

日程第２．会期の決定、議長諸般報告 

日程第３．議案第６３号から議案第７１号及び認定第２号一括上程並びに提案理由の

説明 

日程第４．所管事務調査の委員会報告について 

 

 

開会 ９：００ 
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○議長（岩本誠生君）おはようございます。 

 町長より、令和５年第８回本山町議会定例会を招集する旨、告示されました。皆様方に

は、ご多忙のところご出席をいただきまして、定例会ができますことをまずもって御礼を

申し上げます。 

 開会に先立ちまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

 今年も早いものでありまして、今日で師走を迎え５日目となりました。光陰矢のごとし

と言いますが、さすがに時の流れの早いのに驚くところであります。４年にわたるコロナ

感染もやっと沈静化し、通常の日常生活が復活したことをはじめといたしまして、今年は

よきことやあしき出来事などが国内外ともに起こったものであります。 

 本町におきましても、長年の念願でありました新庁舎が完成し、４月より、令和の本山

町、新しい本山庁舎として業務が開始されるなどの記念すべき年でありました。住民の皆

様方の思いはいかがでありましょうか。ぜひ新庁舎にお越しいただいて、お声をお聞きい

たしたいものであります。 

 さて、１１月２９日に東京で開催されました全国町村議会議長全国大会に出席をいたし

ました。国に対し、様々な要望が行われましたが、議員の成り手不足の原因の一つである

低額な議員報酬の改善についてが冒頭に提案され、抜本的な改善のため、町村に対する財

政措置の充実と、国において議員報酬を引き上げやすくするための環境整備を図ることが、

満場一致で採決されました。 

 各町村議会において、例えば議員の活動量と首長の活動内容を比較して、議員がどのよ

うに住民福祉の向上に取り組んでいるかなど、活動内容を明確にすることを通じて適正な

水準を議論することが論議され、今後も共に住民の皆さんへの説明責任を果たしながら理

解を求めていくことの必要性が確認されたところであります。 

 さらに、厚生年金への地方議会議員の加入、多様な人材の参画を促すため、主権者教育

の推進、政治分野の男女参画の推進や議会のデジタル化等が協議されました。その内容の

子細につきましてはそれぞれの機会を通じて提供してまいりたいと存じます。 

 議会が変われば、町政も変わる。議会の果たす役割を認識し、住民の皆さんの負託に応

えていかなければなりません。議員の皆さんのますますの活躍を期待するものであります。 

 本定例会には補正予算等１０議案と令和４年度歳入歳出決算の認定が上程予定でありま

す。議員各位には一般質問、提案されます議案審議等において的確な質疑と議論の展開を、

執行部にはより明確な説明、答弁等を求めますとともに、議事進行に格段のご協力をいた

だきますようお願いを申し上げまして、開会に当たっての挨拶といたします。 

 ただいまの出席議員は１０名であります。定足数に達しておりますので、これより令和

５年第８回本山町議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程はお手元に配付したプリントのとおりであります。 
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～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１．会議録署名議員の指名 

 

○議長（岩本誠生君）日程第１、会議録署名議員の指名を行います。今期定例会の会議録

署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、４番 松繁美和 さん、５番 白石伸一

 さんを指名いたしますので、両名はご了承を願います。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第２．会期の決定、議長諸般報告 

 

○議長（岩本誠生君）日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りします。今期定例会の会期は、本日より１２月１４日までの１０日間といたした

いと思いますが、これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり）異議なしと認めます。 

したがって、会期は本日より１２月１４日までの１０日間と決定いたしました。 

 この際、議長の諸般報告をいたします。 

 諸般報告につきましては、お手元に配付したプリントのとおりでありますので、ご一読

いただきたいと思います。 

 なお、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２条第１項に基づ

く関係書類は配付した資料のとおりでありますので、これもご一読をお願いします。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第３．議案第６３号～議案第７１号及び認定第２号一括上程 提案理由の説明 

 

○議長（岩本誠生君）日程第３、議案第第６３号から議案第７１号及び認定第２号を一括

上程します。 

 事務局に議案名を朗読させます。事務局長、松葉早苗さん。 

○事務局長（松葉早苗君） （別紙のとおり朗読） 

○議長（岩本誠生君）以上で朗読を終わります。 

 町長より行政報告並びに提案理由の説明を求めます。 

 澤田町長。 

○町長（澤田和廣君）おはようございます。 

 本日、全議員にはお繰り合わせの上ご出席をいただき、ここに令和５年第８回本山町議

会定例会が開会できますことに厚くお礼を申し上げます。 

 さて、ロシアのウクライナ侵略に加え、イスラエルとパレスチナ自治区ガザにおける戦
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闘が激化しております。多くの民間人、特に多くの子どもたちが犠牲になっているニュー

スが連日のように放映されており、言いようのない憤りを感じます。歴史的な背景は根深

いものがあると思いますが、関係者の自制と平和的な解決を切に願わずにはいられません。 

 それでは、議会の開会に当たりまして行政報告を申し上げます。 

 地方財政の課題と基本的な予算編成方針について申し上げます。 

 国は地方団体がＤＸ、いわゆるデジタルトランスフォーメーション、デジタル技術やＧ

Ｘ、グリーントランスフォーメーション、いわゆる再生可能エネルギーなど、脱炭素社会

の実現に向けた取組の推進、子ども・子育て政策の強化、地方への人の流れの強化などに

よる個性を生かした地域づくりの推進、防災・減災、国土強靭化をはじめとする安全・安

心な暮らしの実現、人への投資など、活力ある多様な地域社会の実現等に取り組むことが

できるよう、安定的な税財政基盤を確保するとしています。国の動向を踏まえまして、県

では１０月、令和６年度予算編成方針として、①人口減少対策の抜本的強化、②デジタル

化、グリーン化、グローバル化、県産品の輸出拡大や外国人観光の推進、外国人材の受入

れ対策の取組などの重点施策の推進、③南海トラフ地震対策、防災・減災対策などのイン

フラ、生活や産業の基盤となる設備や施設整備の推進、④県勢浮揚と県財政の持続可能の

両立を柱とすることが示されました。 

 本町としましても、これまで以上に国や県の動向、社会情勢に注視し、事業の実効性の

検証を行いながら、住民サービスの確保に向けた予算の重点化を図るとともに、一般財源

の圧縮や新規調査への抑制に努め、財政健全化を進めていかなければなりません。 

 続きまして、嶺北中学校体育館建設について申し上げます。 

 嶺北中学校は設立以来専用の体育館がない中、生徒や教職員には急遽の教育活動の変更

による体育館の使用や生徒集会、部活動等において不便を強いられておりました。本年度、

懸案であった屋内体育館を嶺北高等学校のプール西側に整備することとなり、工事は年度

内に発注を行い、令和６年度内の完成を目指します。 

 建設事業費は４億６，４２１万１，０００円で、本議会に予算を提案いたします。 

 建物は、鉄骨造で内装は木質化、予定延べ床面積は７８５．６２平方メートルとなって

おります。また、既存施設から体育館への通路設備を併せて行います。 

 続きまして、本山町特産品ブランド化推進協議会の取組について報告いたします。 

 本山町特産品ブランド化推進協議会は、町内の稲作農家を中心に本山町、本山町農業公

社、本山町商工会で構成され、米のブランド化や棚田を舞台とした都市農村交流活動に取

り組んでいます。また、早くから農作業の効率化、省力化に向けたスマート農業にも着目

し、水田センサーや農業用ドローンを導入した稲作を進めています。 

 本町で生産されたブランド米土佐天空の郷は、平成２２年１１月と平成２８年１２月に

いずれも、お米日本一コンテストにおいて食味日本一に当たる最優秀賞を２度受賞してい

ます。この成果により、土佐天空の郷は全国から注目されるブランド米として確立されま

した。 
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 本年１１月８日に開催されたブランド米サミットｉｎ山形では、ブランド米のＰＲ部門

でゴールド賞、最高賞を受賞、棚田を活用したブランド米の生産は全国から高い評価を受

けております。加えて、本年は天候に恵まれ、新米は品質、数量ともに例年以上豊作で、

全国的な食味コンテストでも上位入賞が期待をされております。 

 また、１１月２３日には、これまでの１０年以上にわたる地道な取組が評価され、高知

県産業技術功労表彰（農業部門）を県下で唯一団体で受賞しました。これは、県の産業振

興に大きく貢献したことが認められたものです。こうした経験、培ってきた技術や知識を

次の世代に引き継いでいくことが重要です。町としても産業振興の主要な柱の一つとして

でき得る支援を進めてまいります。 

 続きまして、更新住宅について申し上げます。 

 更新住宅事業は、改良住宅の老朽化に伴う建て替え事業として平成２８年度から住宅建

設に着手し、令和３年度までに住み替えに必要な４０戸を建設いたしました。 

 一方、地元地区委員会と町との話合いの過程で、住み替えに必要な戸数を上回る５０戸

の住宅を建設する約束であったとして、その建設について強い要望も受けてまいりました。

更新事業の事業目的と地元地区委員会との話合いの経過、また老朽化した改良住宅の取壊

しにより、更新住宅事業を完了するということで、この間対応に苦慮してまいりました。 

 更新住宅事業として４０戸を上回る住宅の建設はできないことは、今年６月に県との協

議の中で確認をしております。町といたしましては、老朽化した公営住宅の建て替えや移

住促進の観点から、住宅建設の必要性は認識しており、建設戸数は別といたしまして新た

な公営住宅の建設にてこの課題の解決を検討しておるところでございます。町の方針をお

示ししながら、議会特別委員会のご意見もいただき、更新住宅事業の早期完了に努めてま

いりたいと考えております。 

 以上、行政報告といたします。 

 続きまして、今回提案いたしました議案を説明いたします。（提案理由の説明） 

○議長（岩本誠生君）以上で、行政報告並びに提案理由の説明を終わります。 

 お諮りします。認定第２号 令和４年度本山町歳入歳出決算の認定については、特別委

員会を設置し、これに付託して審査したいと考えますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり）ご異議ないようでありますので、特別委員会を設置し、これに付

託して審査することと決定をいたしました。名称につきましては、令和５年度本山町決算

審査特別委員会とし、構成は、議長を除く９名といたしたいと思いますが、これにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり）ご異議ないようでありますので、そのように決します。構成は、

議長を除く９名であります。 

 なお、特別委員会の委員長、副委員長の選任につきましては、委員会条例第８条の第２

項において、委員の互選となっておりますので、委員長、副委員長互選のため、暫時休憩

します。別室で互選してください。 
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 暫時休憩します。 

 

休憩  ９：２２ 

再開  ９：２８ 

 

○議長（岩本誠生君）休憩前に引き続き会議を開きます。 

 決算審査特別委員会から委員長及び副委員長を互選した旨の通知がありました。 

 委員長に２番、川村太志さん、副委員長に１番、澤田康雄さんとの通知がありましたの

で、以上、決定いたしたいと思います。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第４．所管事務調査の委員会報告について 

 

○議長（岩本誠生君）日程第４、所管事務調査の委員会報告を行います。 

 総務常任委員会が報告することを承認し、６番、上地信男さんに報告を求めます。 

○総務常任委員長（上地信男君） （別紙のとおり委員長報告） 

○議長（岩本誠生君）以上で、総務常任委員長の報告を終わります。 

 これより質疑を許します。 

 質疑はありませんか。 

（発言する声なし）質疑ないようでありますので、質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終結します。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

○議長（岩本誠生君）次に、産業土木常任委員会が報告することを承認し、８番、大石教

政さんに報告を求めます。 

 ８番、大石教政さん。 

○８番（大石教政君） （別紙のとおり委員長報告） 

○議長（岩本誠生君）以上で、産業土木常任委員長の報告を終わります。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。 

（発言する声なし）質疑はないようでありますので、質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終結します。 

 以上で、所管事務調査の委員会報告を終わります。 

 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 



－7－ 

 

○議長（岩本誠生君）以上をもって本日の日程は全て終了いたしました。 

 本日は、これをもって散会いたします。 

 お疲れさまでした。 

 

午前 ９時４４分  散会 

 


